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実験結果 
 
１.背景と目的 

情報のストレージ媒体として、相変化型の記録材料は、書換え可能なため環境へも影響が少なく注目さ

れている。一方、メディアの大容量化・高密度化によって、高速の記録（例えば DVD１６倍速で消去（結晶

化）速度 56m/s）が必要になってきているが、従来の材料系ではこれを実現することができないため、新し

い材料の開発が進められている。（株）リコーで開発されたＳｂの組成が多い AｇＩｎＳｂTe 材料（SbTe 系）は、

４倍速の記録が実現できた。さらに高速対応の材料候補として、現在開発中の Sb 組成の多い InSb 系があ

り、その高速記録の可能性が示されている 1,２,３）。これまでの実験[課題番号 2004A0246-NI-np，2004B 

0903-RI-np：BL19B2] 結果から、SbTe 系、InSb 系いずれの材料もアモルファス相にＳｂ型の最近接構造

（基本単位）を有することが明らかになった（2.9(Å)のピーク。Fig.1 参照。）。そこで、同じ特徴の非晶質構

造を有するにもかかわらず、InSb の方が高速に結晶化するのは、InSb 系の方が SbTe 系と比較して、高温

の溶融状態でもアモルファスと同様な基本単位構造を有しているのではないかという仮説をたて、これを検

証することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 アモルファス状態の動径分布の比較 
 
２.実験 

測定は BL19B2 のデバイシェラーカメラを用い、高温吹き付け装置を用いて、石英ガラスキャピラリに封

入した試料（レーザーで結晶化した記録材料 Sb75Te25，In20Sb80 及び比較として準備した Sb 結晶）を 1000K

まで加熱し溶融した。27KeV の X 線を用いた。試料の散乱プロファイルから、空の石英ガラスキャピラリの

散乱プロファイルを取除き、RDF へ変換 4）した。 

 

３.結果 
測定から得られた結果を示す。Fig.2 は溶融状態(1000K)のｋI(ｋ)の比較である。Sb 結晶と Sb75Te25 合金

の溶融状態は、3.2(Å-1)に、明確なピークを持ち、非常に似た振動構造になっているが、In20Sb80 合金は、

このピークがぼやけてきている。Fig.3 は Fig.1 のｋI（ｋ）から求めた動径分布の比較である。2.6～3.6(Å)の

間の最近接では、In20Sb80 合金の溶融状態のみ極大がひとつで、他は二つになっている。また、In20Sb80 合

金は、4.5(Å)付近のピークが、Sb 結晶や Sb75Te25 合金よりも小さくなっていることが判る。 
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Fig.2 溶融状態のｋI（ｋ）の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3 溶融状態の動径分布の比較 
 
４.考察 

Fig.3 の動径分布から、アモルファスと同様な基本単位構造は見られなかったが、Sb 結晶と Sb75Te25 の

溶融状態に着目すると、両者の動径分布は、2.6～3.6(Å)の間で極大を二つ有する点が似ており、これら

の溶融状態は、R=2.90(Å)と 3.36(Å)に 3 配位の Sb 結晶構造の様相をある程度反映していることが考え

られる。ところが、In20Sb80 の溶融状態は、Sb75Te25 と異なり、2.6～3.6(Å)の間の極大もひとつで、4.5(Å)付

近のピークも小さくなっていた。これは In20Sb80 の溶融状態も最近接は、Sb 結晶と Sb75Te25 の溶融状態と同

様にある程度の秩序を持っているものの、第三配位以遠の構造は、Sb75Te25 より乱れていることを示す。こ

の結果から考察すると、SbTe 系材料は、大きな構造の繋がり（原子集団）を持って相変化を生じ、一方、高

速化に対応した InSb 系材料は、この繋がりが前者よりも小さく、相変化に伴う構造変化も小さな単位で生じ

ているため、高速な相変化が可能になると考えられる。これから、高速記録に対応した材料開発には、相変

化に伴って構造変化する原子集団の大きさも重要であり、これが小さいほど、高速に対応した材料になると

考えられる。 
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